
【解　答】

1．胃悪性リンパ腫

解説：
　胃原発の悪性腫瘍のうち 90％以上は胃癌であ
り1），胃原発の悪性リンパ腫は 1～8％ほどと比較
的まれであるが，節外性非ホジキンリンパ腫の中
では消化管は好発部位であり，消化管悪性リンパ
腫に限ると 60～70％が胃原発である2）．症状とし
ては腹痛の頻度が高いが，無症状のものも少なく
なく，出血や穿孔をきたすこともある3）．
　内視鏡技術の進歩にともない，内視鏡医が診断
する消化管悪性リンパ腫の発生率は増加してい
る4）．胃悪性リンパ腫の内視鏡所見は，浅い潰瘍形
成のある薬剤起因性潰瘍に類似するものや，深い
潰瘍形成のある進行癌に類似するもの，腫瘤を形
成する GIST に類似するもの，スキルス胃癌やメ
ネトリエ病に類似する巨大皺襞を呈するものなど
多彩であり，本邦では八尾分類や佐野分類による
肉眼型分類が使用されている．組織学的には 70～
80％が粘膜関連リンパ組織（MALT）リンパ腫や
びまん性大細胞型 B 細胞リンパ腫（diffuse large 
B cell lymphoma；DLBCL）の節外辺縁帯リンパ
腫であり2），組織型による特徴的な内視鏡所見の報
告がされている．胃 MALT リンパ腫では 0-IIc 早
期胃癌様の不規則な表層びらんや，浅い潰瘍，胃
炎様の拡大した襞，胃内結節や胃壁肥厚などの表
層型の所見を呈する例が多い5）．胃 DLBCL は限局
した腫瘤形成型が多く，2 型進行癌に類似した潰
瘍を形成することもある3）4）．今回の症例は八尾分
類における腫瘤形成型（佐野分類における潰瘍型）
であり，正常粘膜に覆われた潰瘍形成をともなう
腫瘤で，潰瘍辺縁には不整所見を欠く耳介様周堤
を形成しており DLBCL を疑う所見であった．今
回の症例のように潰瘍形成をともなうものに対し
ては，壊死組織ではなく潰瘍周縁から組織を採取
し確実な組織型を診断することが肝要とされてい
る3）．免疫染色から DLBCL の診断となり，内視鏡
所見と矛盾しない結果であった．
　胃 DLBCL の治療はステージにより異なり，

Helicobacter pylori の除菌により寛解が得られた症
例も報告されている6）7）．今回の症例は胃組織の病
理診断より Helicobacter pylori 陰性であり，Ann 
Arbor 分類ステージ IV の診断から R-CHOP 療法
が開始され，現在も治療継続中である．
　胃悪性リンパ腫には多彩な内視鏡所見があり，
組織型により治療法と予後が大きく異なるため，
他の胃疾患との鑑別や正確な組織診断が重要とな
る．そのため，内視鏡医には形態学的特徴を充分
に理解した上で検査および診断を行うスキルが必
要である．
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